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基礎・基本の項目 内 谷r:'-:- 備 考
基礎・基本の知識については必
知 識 教科におけるそれぞれの知識 ずしもコンセンサスがとれてい
るわけではない。
教科に共通するコミュニケーショ 教科に共通するスキルが、教科












































知識は，森分 (2000)9)によれば， 3つの層構造をもっ O 最下層は個々の事実の個別的記
述的知識，第 2の層は個別事象について説明・予想する個別的説明的知識，そして第 3の












本稿ではこれを「内容主義Jのカリキュラムとする。岩田 (1998)1 1)は， 日本の社会科地











力主義Jのカリキュラムとする。志村 (2003) 12)，馬場 (2004)13)で分析されているイギ












































































































































































































の人々(場所)とを区 自分と他人 ーー 今 部屋 地図を見せる。
別する境界は何か。 家族と他の人々→ 家、敷地
私たちの学校 → 学区 比較していること
私たちの市町村 → 市町村界 に気づかせる。
私たちの県 → 都道府県界
私たちの国 一一歩 国境 比較できないものがある























































































す当工 1 2 3 ー・ーーーーー・ーー
概念的知識 一一争 それぞれの到達目標
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要領では昭和 44 (1969) 年版から、高校では平成元(1989) 年告示の学習指導要領から
目標に明記されている(戸井田、 1999) 11)0 1980年代以降特に、知識注入が否定され、
体験を重視し、方法を学ぼうとする傾向が強くなるが、そもそも知識重視と方法重視は対
立するこ項概念なのであろうか。多くの人が「知識Jという場合、入試にでるので無理に





























































































コンピュータを用いた本格的な GISが 1960年代から開発され(山本、 1999) 1 5)、地理











化や価値形成をも含んでいる(西脇、 1998) I 7)。アメリカだけでなく、ニュージーラン
ドの地理教育でも、地理的技能は重視され、人気科目の一要因となっている(井田、 1995)
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IV 草原 (2005) 2)，山口 (2005)3)が述べるように，地理的見方・考え方の育成は地理教育













































































































































ウ)の効果を上げるために， a課題や論点の明確化， b情報の収集， cデータの処理， d 
データの解釈， eデータの評価， f一般化， g判定， h意思決定， 1問題解決， Jグ、ルー プ
での協同活動) k 明確な態度による首尾一貫した行動 が，児童・生徒に習得させるべき
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じて検討が重ねられてきた。 1) この課題に対し 筆者はこれまで 歴史学と歴史教育の恭
離を，明治後期の歴史教育における学習内容の選択・配列の変化に見出し，特に外国史教
育を対象として考察を重ねてきた 02) そこで明らかになったことは 歴史学から独立した
























制度的画期とは， 1899 (明治 32) 年に改正された「中学校令J に始まる，一連の中等
教育改革施策を指す。これ以隆は，普通教育と実業教育という二重の役割に対応する形で，








































































高校が設置された口 1948(昭和 23) 年 4月， まず中等教育機関 4校がそれぞれ県立長崎
高等学校 (1日長崎中学校) 県立長崎女子高等学校(I日長崎高等女学校) ，県立現浦高等
学校(I日現浦中学校) ，市立女子高等学校(I日市立高等女学校) と改称された。次いで，








握できないのが実情である D 川この資料群の中に 本小論の中心的な考察対象である『長
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拠として 1902(明治 35) 年に設定された教授要目と比較してみよう。
長崎中学で使用されていた西洋史に関する教科書だが，考察対象とする時期を通じた使
用実態は明らかにならない。ただし，少なくとも 2fmの教科書が使用されていたことは，
文部省編纂の資料により確認できる。その一つは， 1907 (明治 40) 年度は，驚藤斐章執
筆の教科書吋3等世界史綱』である。 11) この教科書は， タイトルこそ「↑立界史」と表さ



























































































ぱ独立ノ戦役 ういーん列国会議 欧州乱後ノ国情 あめ
りか諸国及ぎりしあノ独立 七月革命及其影響 いぎりす











































































第九章 「ローマ」と 「パルチア」 ・ 「ペルシア」









































第四章 南洋及び東洋に於ける葡 ・西・蘭・ 英
第五章 近古に於ける北欧及び東欧諸図の盛衰











第二章 普 ・墳の干渉 「ポーランドJ の滅亡
第三章 {弗圏恐怖時代
第四章 「ナポレオ ンJ 一世の業













第五章 「ドイツ」 ・ 「フランス」 の確執 「ドイツ」
?
第六章露国と「バルカン」半島 「パンスラウイズム」
























いる。この三時期は， それぞれ「珠備期 J 1¥;) r授興期J 17) r精成期J 1 H) と名付けられて






















まま歴史教授の五つの要素にあてはまるとしている。この五つの要素とは， 「Who j 


























ものとしている。その中心として rWhYJ を挙げており， 「歴史は常に『なぜかJl IF何














による教授のみでも「現在の枇曾護達の農相を質知せしめ得ざる j として 両者が補完的
関係にあることも示している。:則禁藤は この二つの教授方法をヘルバルト派の形式的
段階教授との関連から捉えて，前者は「ヘルバルト派の所説未だ直ちに従ふべからざるも




第二段 提示一・1 事実を把捉すること 2. 事実の真相を理解すること。
第三段 比較…『第四段』の自的次第で内容が変化する。
第四段概括
















「第一段 予備j …「個々の事寅J の復習，観察した歴史的遺物についての問答。
「第一段 提示」一. r個々の事賓j を適当なる関係によって結合排列し，時代全体を統
ーさせる。
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14) 薦藤斐章『歴史教授法』金港堂， 1902年， 242頁。
15) 向と書， 242-243頁。
16) 同上書， 230同 231頁。 i橡備期」は， 8歳から 10歳頃までを指し，観察力がもっと
も発達する時期であり， この時期の目的を歴史の基礎的観念を与えるものとした。
17) 河上書， 231頁。 1授興期」は， 10歳から 12歳頃までを指し， この時期の目的は
If悶々の事賓」に関する歴史的知識の獲得であるとした。




21) 向上書， 243頁 0
22) 向上書， 245頁。
23) 向上書， 246頁。





















































そこで、アメリカの Law-Related Educationの翻訳・紹介等(1)を通じて 法や司法の理
解のために展開されている教育を f法教育j と称して、その教育の必要性を次のような論





















































































































































































































































































そのほか翻訳として、 Centerfor Civic Education著・江口監訳『わたしたちと法j](同左、
2001年)、同左著・全国法教育ネットワーク訳『プロジェクト・シチズンj](伺左、 2003
年)など。さらに弁護士による法教育教材『なぜなに法律入門 1~ 6 J(学研、 2005年)
や、文部科学技術課・江津和雄著「学校教育と「法教育JJ 









2004年 1月に 2自の法教育の特集を組み、 2屈の公開シンポジウム(I生きるカとなる
法教育J)を開催し、法教育の創造で画期となる活動を行っている。
(6)最近年の消費者教育・法教育と学校教育の新しい動きについては、内問府国民生活局























は 1992年にカリキュラムが提示され 1994年から実施，同様に科学のカリキュラムが 1993






































































































きる。例えば、レベル 3の内容は Year2から Year9、レベル 5の内容は Year6から Year13
というように、レベルは学年ごとに固定されているわけではない。
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戸ザムlー- 年 ( Year) 
3 4 5 6 ア 8 9 10 1 1 12 13 
(Ministry of education ( 1997)より作成)































































































































































































τ-:;7 下二Z --e- 二ヌL
探 究 価値の抽出 社会的意思決定
聞き取りや会話によ メディアなどの情報源 明快に，論理的に説得
コミュニケーション って自信をもって交 を分析，識別する能力 力のあるように論議す
流する。 を養う。 る。
ニス グラフなどの情報を 数学的な手法で提示さ 論理性や合理性の根拠
言十 算 分析する。 れた情報を理解する。 となる情報を組織化す
る。
三子 様々な資料から情報 他人の見解から異なっ 明確に，論理的に，鰐
情 報 を集め，加工する。 た観点，特色のあるこ 潔に，正確に情報を提
とを見いだすD 示する。
ノv 発問や調べをして， 様々な異なった観点か 問題を見極め，再確認
問題解決 アイディアを生み， ら問題を分析する。 する。
発展させる。
自己管理と 効果的に時間を管理 自己評価や自己弁護の 成功や失敗などを通し
競合 する。 能力を養う。 て，建設的な方策を身
につける。
社会性と 他人との協調性を園 差別的な行動に対し 集団で決めたことにつ
協向性 り，共通の目標に向 て，適正な認識や分析， いて 3 一員としての責
け協力する。 対処法を学ぶ。 任をもっ O
効果的で安全に，器 文化的活動に関する専
健 康 兵を使うことを学ぶ。 内的な能力を育成す
る。
個人でも集団でも， 自分で学んだことや作 信頼できる情報や自己
勤勉性 効果的に作業する。 業についての責任能力 評価に基づいて?仕事
を高める。 を選ぶ。













.-、. 」一 ~、 ~ ，国停 内"-'" '、， . . ト-f "- I J-""品-i l~ -.，'"晶司 噌，I Ld' ~...... - .. 、，- 事 、.~ー司
レrくJv 「文化と遺産j の学習内容 価値の抽出 社会的意思決定
-生徒自身と他の集団の文化と -生徒の持っている価値を -課題を明らかにするこ























ティティの育成や保持の方法 たがい， どのように発展 要素を明らかにし，基





















どのように対応するのか は， どのように優先され 言した行動を評価する















本稿ではクライストチャーチにある A高校と B高校のレベノレ 5における Year9を対象と































F " .-園F 司回.- 'ー -.- -r 
A高校 8高校
単元 学習内容の柱 スキル 観点 内容の要点 単元 学習内容の柱 スキル 観点 内容の要点
1 -社会組織 -コミュニ -現代的課 -政府のシステム 1 -文化と遺産 -価値の抽 -ニューン -文化的.国
自分をつ ケーション 題 はどのように組織 文化的 . -場所と環境 出 ーランド 家的アイデン
くる -情報 -ジェンダ され，人々の生活 国家的ア -探究 -ニ文化 ティティは，
-問題解決 ーの観点 に影響を与えるの イデンテ -時間軸 -多文化 どのように発
-探究 か。 イアイ -地留の作 -現代 展し，維持さ





2 -場所と環境 -コミュニ -現代的課 -人や環境に関す 2 -文化と遺産 -価値の抽 ーユーン -文化と社会
スイッチ -資源と経済活 ケーション 題 る場所が変化する 文化的相 -時代の連続性と 出 ーランド における文化
のボタン 動 回情報 ことの意味。 互作用 変化 -社会的意 -太平洋 的相互作用の
を押す -概念の適 -労働の変化とそ 思決定 -ゲローパ 効果。
用 れが人や社会に与 -グラフの Jレ -過去の出来







3 -文化と遺産 -コミュニ -現代的課 -文化と社会にお 3 -社会組織 -探究 ーユーン -政府はどの
設々すベ ケーション 題 ける文化的相互作 政府 -社会的意 ーランド ように組織さ
て -情報 -多文化 用の効果。 思決定 -二文化 れ a 人々の生






4 この単元は全国力 -コミュニ -多文化 -世界の景観地域 4 労働 -資諒と経済活 -探究(先 ーユーン -労働の変化
近隣 リキュラムの内容 ケーション を記述するといっ の変化 動 端機器の利 ーランド とそれが個人
を越えたものであ -情報 たグローパルな環 用) -グローパ や社会に与え
る。 -社会性と 墳。 -価値の抽 jレ る影響。






おける環境や文化 5 -時代の連続性と -探究 ーユーン -人々の生き
的価値，社会組織 ダの影響 変化 -価値の抽 ーランド 方を決定させ
を記述するといっ を時を経 -社会組織 出 -ヨーロッ た個人や集団
た.アジアの T国 て我々は J'¥ の考え方や活
に焦点をあてた環 どのよう -他人 動は.時代を






















































































































島の初等学校は、ハーフムーンベイ学校と名付けられ、 2004年 2月現在で 19人の児童
スチュワート
NZ全土




8o 123 139 
(ニュージーランド統計局の資料による)
?














を教師 2人と教師を補佐する補助 2人の計 4人で指導している 21 )。クラス編成は、低学






ハーフムーンベイ学校では，低学年がレベル 1および 2，高学年がレベル 3および4の
学習内容となっている 22)。初等教育におけるナショナル・カリキュラムでは，スキルと
もいうべき学習のプロセスが 4段階で示されており，第 1段階は学習内容のレベル 1およ
び 2，第 2段階はレベル 3および 4，第 3段階はレベル 5および 6，第 4段階はレベル 7













表 5 r場所と環境j の学習内容と学習プロセス(スキル) (レベル 1"-'4)
レ 学習内容 学習プロセス(スキル)
ρζ 








;望号!?菌室?i校;J長る方法と理 る由の知識・ 警③人が様 な々場所や環境を， ~'のように事理解 に利用にしているのかを述べるの
どのように 人の活動が場所の立地や自然的特徴に影
人の活動が ②響を与えている例をあげ然る的。





















てい・る理か解の ④人が同じ場所や環境を様々な方法で使う 値をって る要か因につい3 知識 控①iをあげゑ特ム徴ー
い明た価るしこ 混をな在説っ て明策対ら にし連j 課人が特定の 場所の が，人と場所との関係に反映
場所および していることがわかる。
す起果明さる値際には結説! 
題解価実選を使決す行択に すにつるー いて評の準環境に属し ②人が特定の場所へ戻ってくる理由を説明 るための基
ていること できる。 こりうる
可う。能なさ行らに択1 をの現れ方や ③人が場所や環境を記檀する方法や，特定 について
し 7そるの。動選その理・理由解の の場所に対して感情を表す方法を知る。





た相互作用 ③ する。 つる。すいてる違説方法明をを反映させ 過去の相互作用の結果が，ある特徴は残

































組織 高学年 内容:社会組織、 -アンザック




島をこえて レベノレ 1~4 島外での調査
年 プ価ロ値セのス抽・出
内容・場所と環境 -太平洋諸島での生活







レfミノレ 1 -4 漁業、商業
島で プロセス・ 動力/処理
イ同 社会的意思決定 -資源と土地利用の変化の /" 。
ター ン
数 -終済活動の変化パターン
内容 時間・伝承・ 変化 -祖父母





















































































3 )前掲 1) 
4) Holland， P.(1998) : A revolutionary's syIlabus. Geography， No.106，ト6.
5) Newton， M. (1998): Do we need a syIlabus change? GeographyラNo.106，7-8. 
6) Stirling， S.(1998): A geography syllabus for the next millenium. Geograph)ノラ No.106， 12-16. 
7) Bailey， D. (1998): Time for change: my case for change. GeographyラNO.I06ラ9-11.
8 )岩田一彦 (2003):地理教育の歩み.村山祐司編 W2 1世紀の地理新しい教育J朝倉書
j苫， 1-25. 
9 )井田仁康 (1995):ニュージーランドの地理教育ーその人気の要因一.新地理、 43-1，
1-14. 
10) 泉 貴久 (1995):ニュージーランドにおける地理教育の特色一教科書.SyIlabusを中
-78-
心として一. 日本ニュージーランド学会誌、 1， 28-43. 
1 )伊井義人 (2001):ニュージーランドの教育 特色ある教育.石附実・笹森健編『オー
ストラリア・ニュージーランドの教育J東信堂， 159-168.
12) 地引嘉博 (1991): W現代ニュージーランド増補版Jサイマノレ出版会.
13) 前掲 11)
14) 井田仁康 (2000): Wラブリーニュージーランド』二宮書庇.
lS) 前掲 14) および Ministryof educationの資料 "Summary of al subjects" 
16) Ministry of education (1997) : Social Studies in The New Zealand. Learning Media、
Wellington. 




19) 溝口和宏 (2002):開かれた価値観形成をめざす社会科教育.社会科研究、第 S6号、
31-40. 
20)山田秀和 (2001):市民性教育のための社会科学科歴史.社会科研究、第 54号， 1 -20. 
栗原久 (2001):英国における市民性教育の新しい展開.社会科教育研究、 No.86，26-35. 
21 )正規の教師は 2人だが、事務職やボランティアが補助として常時いている。なお、
ニュージーランドの小学校では、保護者などの地域の人がボランティアとして授業を手
助けすることは珍しくない。
22) 初等教育の終わりでのレベル4の学習内容は，ほぼ標準的である。
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